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・交通気象
（遺蹟、鉄道、航空）
・個人向け気象
（花輔、ゲリラ車雨、 etc…）
研究テーマー温睡化への適応とその利用という視点から
⑦海氷の減少に伴う北極海航路の利用。
⑧雪氷リモセン（交通渋滞・CO2排出の関係等）
。
→右指先生、長先生I:＝争海事
への実利用（開発や観測）
③籍信号癌議選続協議殿iデータを
数値気象モデルの実利用
》WRF(WeatherResearch & Forecasting）モデルを
はじめとするコミュニティ・モデル用いれば、個人
レベルで気象予測、大気汚染物質の挙動の予
測、観測データの同化などができてしまう時代
。 ¥..1..( 
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》数値モデルを実利用に活かしゃすい。
・黄砂の飛来 実需に応じた独自の分析や
・火山灰の輸送 予報が可能。
－日々の天気
本研究部門における温陽化研究のスタンス
．地球温暖化に対するステレオタイプにとらわれ
ず、むしろ温暖化を受け入れ、その適応策やそれ
を逆に利用することを視野に入れた研究も行う。
＋人為起源の
温室効果ガス
の放出がない
と仮定すると、
氷期に向かう
ことを示唆した
概念図．
！温暖化＝悪と。決めつけること
はできない。
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(Ruddiman, 2003, Climatic Change) 
数値モデルを用いた地球温睡化関連研究
》研究成果を温暖化への適応策につなげること
を考えるなら、「温暖化したときに地様の大気
環境がどう変わるか」を把握することが重要。
》そのための方法の1つとして、「擬似温暖化」
による数値シミュレーションがあげられる。
〉全球気候モデル（GCM）の予測値を領域
気象モデルヘダウンスケーリング。
→ 温暖化すると領域・局地スケールの大気
環境〈物質循寵を含む）がどう変化するか？s
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握似温睡化の方法
Method唱（従来型） Method 2 
全球気候モデル（GCM）の｜｜再解析値にGCMの現在
予測値（Hourly, Daily) I I値と予測値との差を付与
級協で↓ ダウンスケ－1)';/? ↓ 
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｜領域気象モデル（WRF等）の境界値・初期値｜
↓ 
温暖化時における領域スケール・局地
スケー ルの大気現象をシミュレー ション
(Sato et al., 2007, J”を移考にして作成｝
（左舗の園〉
温暖化によって
米の思量がどの
極度増掃するか
を示した国．
(ll~uml et al., 
2008, SOLA) 
〈右舗の図〉
およそ70年櫨に
米の聴檀に対す
る檀曹がどの温
度淘掃するかを
示した悶．
(llzuml et al., 
J~I :-:a瓦＝，－ • 2008, JAMC) 
関東以西では叙量の漕滅が不確定だが、’i1t以北では
収量が婚す予想。同時に、書虫被害等が僧える可能性も。
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研究倒1：温麗化時の目本圏内の積雪
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↑2070年代には積雪漂がどの程度変わるか示した国.(Hara et al., 2008, 
-ffRL;）ー ーーーーーーーーーーーー
》2070年代の多雪年で見ると、標高500m以上では依然
研究倒3：温躍化時のアジアンダスト発生
地面崎市われている験回、それが抑制されるe
温暖化によるコピ砂漠燭辺の積雪および砂塵発生
研理倒3：温麗化時のアジアンダスト発生
(c)Dut略。咽ゐ岨園側駒山官~＂面 的D圃 D胸骨・岡崎臨脚ITTC2・Mar,
GCM予測値の
ダウン布一リング
。
？タクラマカン砂嚢にお付る砂・凪の再現実厳.（Tsu”ematsuet al., 20051 JGR) 
概要テーマとしてあげられるもの
〉温暖化による雪氷への影纏→変通・海事気象
》漉鴫化による農業への影響→農業気怠
〉温暖化による重量への影嘗 吟変通気怠など
↓ 〈趨国や中国〉
・2寮な研究テー マであるが、今のところ先符研究が非常に少ない．
・？ジアンダストの舟生や崎選に関して肱自分が迫去に研究した分野．
•CEReSのノウハウを活用できる苛健憧が高い．
•WNIの賞砂予帽に活かせる苛信佳がある．
＃温暖化への適応策につながるような
＃大気環繍研究を行いたい。
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